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Ⅰ 一般学習目標 

統計学は臨床試験データなどを分析する際、必要になる学問である。小数の標本から全体（母集団）

を推定する推測統計学の考え方は、統計処理に欠かせないものになっているため、この事柄について理

解するとともに、統計学を学ぶ際に必要となる数学の初等的知識も習得する。 

 

Ⅱ 個別学習目標 

 統計学 

１．不定積分と定積分について説明できる。 

２．部分積分と置換積分について説明できる。 

３．有理関数の積分について説明できる。 

４．広義積分について説明できる。 

５．平均値と中央値について説明できる。 

６．度数分布とヒストグラムについて説明できる。 

７．分散と標準偏差について説明できる。 

８．共分散と相関係数について説明できる。 

９．回帰直線について説明できる。 

１０．確率変数について説明できる。 

１１．確率密度関数について説明できる。 

１２．正規分布について説明できる。 

１３．母集団と標本抽出について説明できる。 

１４．中心極限定理について説明できる。 

１５．ｔ分布について説明できる。 

１６．χ２乗分布について説明できる。 

１７．F分布について説明できる。 

１８．区間推定について説明できる。 

１９．仮説検定について説明できる。 

  

Ⅲ 教育内容 

 １．講義項目と担当者 

  統計学 担当者 田中 晴喜 

   １．積分法 

   ２．代表値、度数分布 

   ３．相関分析、回帰直線 

   ４．確率変数、確率分布 

   ５．推定、検定法 

 

Ⅳ 学習および教育方法 

  板書を中心とした講義形式でおこなう。必要に応じて講義中に小テストをおこなう。 

  

Ⅴ 評価の方法 

  試験で判定する。小テストをおこなう場合、試験９０％、小テスト１０％で評価する。 

  

Ⅵ 推薦する参考書 

  追って通知する。 

 

 

 


